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第 32回全国ろうあ者相談員研修会・第 23回全国職業安定所手話協力員等研修会兼

ろうあ者労働問題フォーラムにご参加の皆様、お忙しい中お集まりいただき、厚く御

礼申し上げます。 

 

今年はろうあ者相談員と手話協力員の研修会を併催にしてから 2 回目の開催です。 

2016 年に施行された障害者差別解消法および改正障害者雇用促進法はもちろんのこ

と、2018 年 197 回の臨時国会においては、「ユニバーサル社会の実現に向けた諸施策

の総合的かつ一体的な推進に関する法律案」が可決、公布されたように法的整備が少

しずつ進んでいます。しかしながら、旧優生保護法下における強制不妊手術や公務部

門における障害者雇用の水増し問題等からもわかるように、我々障害者を取り巻く環

境が改善したとは言えません。 

多くの問題を抱え、差別を受けながら生活しているろう者はまだ数多くいます。だか

らこそ、ろう者が自立できるよう支援する皆さんの存在は非常に重要です。 

 

今フォーラムでは、「生活相談」、「労働相談」と縦割りの体制ではなく、横断的に

問題を解決できるようなチーム支援について考えていただき、手話協力員やろうあ者

相談員の環境改善も含め、ろう者が相談しやすい環境つくりを構築できるよう積極的

にご意見を出していただければと思います。 

 

最後になりますが、本研修会兼フォーラムの開催にご後援を賜りました厚生労働省、

独立行政法人高齢・障害・求職者雇用支援機構、特定非営利活動法人全国聴覚障害者

情報提供施設協議会、全国聾学校長会ならびにご協力をいただきました一般社団法人

岐阜県聴覚障害者協会の皆様、ご参加の皆様の益々のご健勝とご活躍を祈念して、私

からのあいさつといたします。 

 


